
大阪で働き､両親に仕送り
小さいころから耳が不自由で心

ない言葉で差別されたこともありま

したが、明るく頑張ってきました。

高校卒業後、大阪で働き、手取り

７万円だった当時、「またも来ました

給料日」という手紙とともに両親に

毎月３万円を送金していました。

地元にもどり､両親を支え
地元に帰ると両親は体が不自由でした。妻が夜

勤のときは、家事を引き受けて、家族で支えあいま

した。「立場の弱い人たちに優しく」という姿勢は、

いまも変らぬ姿勢です。

ペーロン大会を復活
伊王島に帰ってから現在も消防団

に所属（市副団長）。ペーロン大会を

地元の青年たちと力を合わせて復活

へ。地域の支え合い、伝統と文化を大

切にしたい・・・これが住民に接する原点です。

消防団勤続４５年で県民表彰
内田さんは「消防団は、市民の

生命・財産を守るために活動する

ので誇りを持っています。政治家に

通じるものがあります。暮らしの守り

手として頑張ります」と語ります。
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地方議員３０年 いつも「住民こそ主人公」の立場で 内田隆英

核兵器禁止条約２周年
の日に 2023年1月

台風災害の救援募金
活動 2019年10月

市営アパート火災現場の調
査を元に質問 2021年11月

「政府は核兵器禁止条約に参加せよ」と訴
える（左端が内田さん） 2020年8月


